
 

坂の上の雲ミュージアム第１７回企画展テーマ展示 

『坂の上の雲』にみる明治の最先端 －近代化への道－ 

 

１．企画概要 

黒船来航の衝撃をきっかけに、幕末の動乱を経て誕生した“明治日本”。近代国家として歩み

出したばかりの日本は、西洋列強に追いつくために、江戸時代までに蓄積してきた技術や知識

に西洋諸国の最先端の科学技術を溶接し、急速な近代化を推し進めていきます。交通や通信、

軍事など、さまざまな分野で新しく現れた科学技術を目の当たりにした人々の強い好奇心や探

求心は、自身や国家の成長に結び付いていきました。 

今回の企画展では、小説『坂の上の雲』の主人公や登場人物らの視点や体験から、科学技術の

受容と発展に向き合った、明治日本のすがたを伝えます。 

 

２．会 期 

 令和６年２月２０日（火曜日） ～ 令和７年３月２日（日曜日） 

 

３．会 場 

 坂の上の雲ミュージアム ４階展示室３ 

 

４．観 覧 料 

 一般４００円、高齢者（６５歳以上）・高校生２００円、学生以下無料 

 

５．休 館 日 

 月曜日 ※ 休日の場合は開館 

 

６．展示構成 

【導 入】衝 撃 － 黒船来航 

【 Ａ 】列島をかける情報 

１．かけめぐる電波 

２．気象を科学する 

３．文明の配電盤 

【 Ｂ 】時代を切り拓くみち 

１．希望の蒸気 

２．近代化の原動力 

３．欧米の先端技術 

【 Ｃ 】モノづくりの現場 

１．世界一をめざして 

２．限られた資源を用いて 

３．資源を求める 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 列島をかける情報 

Ｂ 時代を切り拓くみち 
Ｃ モノづくりの現場 

大型写真 

立てばんこ 

明治期の新橋駅で使用されて 
いたレール（鉄道博物館所蔵） 

別子銅山の銅鉱石 
（広瀬歴史記念館所蔵） 

釣島灯台の日誌 
〔重要文化財指定予定 釣島灯台附断簡類〕 

※ 初公開 

明治時代の気象観測器 
（日照計） 

（気象庁気象測器検定試験センター所蔵） 

日本海海戦の 
無線電信記録 

（記念艦「三笠」所蔵） 

秋山真之の木村駿吉あて書簡（複製） 
（記念艦「三笠」所蔵） 

「横須賀造船所」の錦絵 
（神奈川県立図書館所蔵） 

錦絵「東京両国通運会社川蒸気往復盛栄
真景之図」（神戸大学海事博物館所蔵） 

大山巌写真 
（個人蔵） 

岡田武松の書 
（近隣センターふさの風所蔵） 

展示概要 

会場：坂の上の雲ミュージアム ４階展示室３ 



 

内 覧 会 

 日 時：令和６年２月１９日（月曜日）１３：００～１４：３０ 

 場 所：坂の上の雲ミュージアム２階ホール、４階展示室３（企画展会場） 

 出席者：市や県関係者、市議会関係者、博物館関係者、商工観光関係者、 

報道関係 

 ※１３：００～１３：３０ セレモニー（あいさつ、テープカット） 

  １３：３０～１４：００ 展示解説（担当学芸員） 

１４：００～１４：３０ 質疑応答（当館学芸員） 

 

通 常 開 館 

 令和６年２月２０日（火曜日）から通常開館します。 

 

展示入れ替えのため休館 

 令和６年２月１２日（火曜日）～１９日（月曜日） 

 ※通常休館日も含みます。 

 

その他２月の休館日 

 ２月５日、２６日 ※いずれも月曜日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

<お問い合わせ> 

坂の上の雲ミュージアム 

電 話：０８９－９１５－２６０１ 

ＦＡＸ：０８９－９１５－３６００ 

E-mail：saka-museum@city.matsuyama.ehime.jp 

住 所：〒790－0001 松山市一番町三丁目２０番地 



 
これまでの坂の上の雲ミュージアム企画展 

  ※新型コロナウイルスの感染拡大のため、第 14回企画展は会期を 1年延長 

 

 展示名 期間 

第１回企画展 テーマ展示「子規と真之」 
平成 19年 4月 28日〜 

平成 20年 3月 23日 

第２回企画展 『坂の上の雲』1000人のメッセージ展 
平成 20年 4月 1日〜 

平成 21年 3月 1日 

第３回企画展 テーマ展示「秋山好古」 
平成 21年 3月 14日〜 

平成 22年 2月 21日 

第４回企画展 
テーマ展示「日露戦争と明治のジャーナリズム１ 

新聞『日本』と子規」 

平成 22年 3月 2日～ 

平成 23年 2月 20日 

第５回企画展 
テーマ展示「日露戦争と明治のジャーナリズム２ 

バルチック艦隊と真之」 

平成 23年 3月 1日～ 

平成 24年 2月 19日 

第６回企画展 
テーマ展示「日露戦争と明治のジャーナリズム３ 

ポーツマス日露講和会議」 

平成 24年 2月 28日～ 

平成 25年 2月 17日 

第７回企画展 
テーマ展示「日露戦争と明治のジャーナリズム４ 

ハーグ万国平和会議」 

平成 25年 2月 26日～ 

平成 26年 2月 16日 

第８回企画展 
テーマ展示「近代国家制度の形成１ 

明治の教育 子規・真之と小学校」 

平成 26年 2月 25日～ 

平成 27年 2月 15日 

第９回企画展 
テーマ展示「近代国家制度の形成２ 

子規・真之の青春」 

平成 27年 2月 24日～ 

平成 28年 2月 14日 

第 10回企画展 
テーマ展示「近代国家制度の形成３ 

子規と帝国大学」 

平成 28年 2月 23日～ 

平成 29年 2月 19日 

第 11回企画展 
テーマ展示「好古・真之・子規 

―明治 20年代初頭」 

平成 29年 2月 28日～ 

平成 30年 2月 18日 

第 12回企画展 テーマ展示「明治青年 秋山真之」 
平成 30年 2月 27日～ 

平成 31年 2月 17日 

第 13回企画展 
テーマ展示「これがあし

〵 〵

の空じゃ。 

―『坂の上の雲』にみる俳句―」 

平成 31年 2月 26日～ 

令和 2年 2月 13日 

第 14回企画展 テーマ展示「『坂の上の雲』のひとびと」 
令和 2年 2月 22日～ 

令和 4年 2月 13日 

第 15回企画展 
テーマ展示「『坂の上の雲』にみる日本海海戦 

－運命の海」 

令和 4年 2月 22日～ 

令和 5年 2月 12日 

第 16回企画展 
テーマ展示 『坂の上の雲』完結 50 周年 

「明治日本のリアリズムー未来へ」 

令和 5年 2月 20日～ 

令和 6年 2月 12日 


